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誰で も知 ってい る ように,プ ラ トンは,哲 学者 が王にな るか,王 が哲学者 に
な るか しない限 り,国 家 の安寧 も人間 の福祉 も望 まれない,と 言 った。 今の世
では,哲 学者 とは世に超然 た る存在 である と自他 ともに許 し,反 面,世 事 に う
とい世 間知 らず とされ てい るのであるが,昔 のギ リシ ャの哲学者は,世 事 に も
有能 であ ったのか も知れ ない。 プラ トンよ り200年前 の ター レスたつい て,次
の よ うな話が ある。 この人はいつ も,世 間 の人が世事 ・物欲に駆 られてあ くせ
くす るのをわ らっていた。 彼は天文学 に も凝 って,い つ も空を見 て歩い ていた
の であ るが,あ る日,道 路 わ きの溝 に片足 を落 して,ひ っくり返 った。 これを
見た町の人 々は,目 ごろ の彼 の小面に くい言葉に意趣返 しをす るのは この時 と
ばか りに,空 の ことはわか っても,足 もとは 見えないのか.と さんざんにひや
か した。 ター レスは この時は黙 っていたが,や が て突然,ま だ冬 の真 中だ とい
うのに,搾油機をた くさん,安 い料金 で借 り集め始めた。 天体位相の観測か ら,
次 のオ リーブ収穫 の吉相 を察知 していたのであ る。 しか しこれ に よって大儲 け
を した ター レスは,そ れ に よって得た利益をみな友人 たちに分 け与 えて,自 分
は また も と通 りの,貧 乏哲学者 の生活 に戻 ってい った。
古代 ギ リシ ャの哲学者は この ように有能な人たち であ ったので あるか ら,プ
ラ トン も,安 心 して彼 らに 国事を委ね られ る,と 考 えたのであろ う。 しか し二
千 数百年後 の今 日,哲 学者 に国政を任せ よ うと考え る者は,一 人 もいない。 し
か し日々の生活に おい て,わ れわれは如何に しば しば哲学の貧困を恨 まね ぽな
らない ことか。社会 の枢要 な地位にあ る者 に もう少 し哲学 心が あ っ て くれ た
ら,と 慨 くことが実に しば しばである。
プラ トンのい う王 とは,文 字通 り,一 国を統治す る者 の意 であ るが,当 時 の
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国家 と今のわれわれ の国家 ・社 会とでは,そ の規模に おいて もまた機構 の複 雑
さにおいても,と うてい比較 を許 さぬ ものが あ り,現 代の国家 また は 社 会 で
は,そ の中 の どの一つの組織 を取 ってみ ても,プ ラ トンの頃の一国家に匹敵す
ると言 って も,決 して過言ではない。 従 って これ ら組織 の長は,当 時の王に相
当す るとみ る こともできるのであ って,そ の ことを考 えるとき,プ ラ トンの言
葉 の深い意義を知 り,われわれ の世に哲学 が乏 しい ことを,痛 感す るのであ る。
例えばわれわれは,毎 日々々,環 境汚染 ・自然破壊 ・交通不安等 々の公害 ・
私害 に悩 まされ,政 党 も,与 党野党 を問わず,確 た る政策を欠いて,た だ微視
・短見的党利 ・党略に走 った政 治活動に 明け くれ してい ることに うん ざ りし,
その他 さまざ まな不 正 ・不公平 ・不 条理 に憤慨 させ られ るのであるが,こ れ ら
の事が らの うちの非常 に多 くの ものは,そ の当事者が適切 な配慮 を もって処理
にあたれば,回 避可能 な種類 のものであ る。 この適 切な配慮 ・処置 とは,適 正
な人間観 ・社会観の上 に立 った判断 と,そ れに もとついた対処 の ことであ る。
こうい う適正な人間観 ・社会観を持 っていない ことがす なわち,哲 学 の貧困 と
い うことであ る。
哲学 とは何か,と い う定義の問題に なると,一 つの定義には必ず直 ちに別 の
定義が立て られて,万 人一様 に認め る定義 とい うものは,と うてい これを見 出
す ことは できない。 そ もそ も哲学 とい う日本語 は,ギ リシ ャ語 を語 源 と す る
philosophy等ヨーmッ パ語 の訳語 とされてい ることは,周 知 の通 りであ る。 ま
たその語源であ るギ リシ ャ語が,知(識)を愛す る こと,愛知 を意味す る ことも,
周知 の通 りである。それ ではその知(識)とは何か,そ れを愛す るとは どうい う
ことか,こ れ らについて厳密に規定 しよ うとい うことにな ると,こ れ また容 易
に意見 の一致 をみ ることは できない であろ う。ただ プラ トソに おい ては,知 と
は個 々のそ こはか とな き事物.・事 象についての知識やその集合 あ るいは総体 の
ことではな くて,物(事)の本質ideaの観照 の ことであ り,これ を志 向す ること
が愛知 であ るとされ てい る。哲学を定義 しようとすればいろんな言い表わ し方
は あるに して も,こ の プラ トン的定義か らほぼ,哲 学の何た るかは察知 できる
のである。 そ して プラ トンは,こ うい う物事 の本質を観照 し得た者が,そ の真
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理認識に照映 の上 で国事を掌理す るならば,ま たその限 りにおいて,失 当(政)
とい うこ とはない と考 えて,哲 人政治を説いたのであ る。
さて,哲 学を厳密 に定 義す ることは,百 人百様 とな って,一 定 しがたいの で
あるが,こ のことは また,わ れわれ もまたわれわれ な りの定義を持 っ て も よ
い,と い うことに も取れ る ことなので,こ こでわれわれは哲学を,各 人が現時
点 までに積み重ね て来 た体験 ・知恵 の総括 として持つに至 った人生観 ・社 会観
・宇宙観 と定義 してみ る。 しか しこ うい う意味 の哲学 ならば,誰 で も一応,そ
の生 まれ育てられた環境,受 けた教 育に応 じて,そ の人な りのものを持 ってい
る。 盗人に も三分 の理 とい われ てい るよ うに,冷 酷無類 の高利貸 しに もそれな
りの哲学が あ り,他 を踏 みつけ蹴倒 して悟 として恥 じない権 力亡者 も,そ れ な
りの人生観 ・社 会観は持 ってい るだろ う。 しかしそれを しも哲学 と 呼 ぶ こ と
は,こ の語本来の尊厳 の上 から,不 適当 であ る。 哲学 と呼ばれ る社 会観 ・宇 宙
観 とは,客 観性 ・普遍性 を持 っていて,倫 理的に価値高 く,人 の心 を高場 させ
るよ うな ものでなければな らない し,人 はそ のためには,時 には非 常に大 きな
自己犠牲を も厭 わない底 の ものでなければ ならない。 哲学 とい う語を この よ う
な意味に解釈 し,民 主主義社会 では,わ れわれ一人び と りが主権 者であ るはず
であ ることを考 えて,わ れわれは プ ラ トンと共に,人 はみ なその哲学 を持たな
ければな らない,と 言いたいのである。 こ うい う哲学 を持た なけれ ば,人 は事
ごとに,定 見な く,右 往左往す るこ とにな るであろ う。 このこ とは もちろん,
人間 とは一生迷い続け るものであ って,早 く小 さ く悟 りす ますべ きでは ない,
とい うこ ととは別の ことである。
例えば,日 々の報道に跡 を絶 った ことのない贈収賄や汚職事件 な どは,世 の
評価 もは っき りしてお り,哲 学 に照映す る価値な どない ことであ るが,最 近問
題に な った商社の買占め行為や,公 害 ・自然保護 ・環境保全 ・公私利害 の衝突
問題な どにな ると,事 情は 複雑 であ る。商業 本来 の,あ る所に豊富 な物資 を,
これを必要 としなが ら持 たない所に運 び,あ るいは,あ る時 期の産 物を次 の生
産期 まで貯蔵保管 して,年 間を通 じて まんべ んな く流通 させ る とい う機能を考
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えれば,商 社 の活動には 自ら買 占め的要素は内在 してい る。普通は それに よっ
て,生 産者 も消費者 も受 益 してお り,従 って,そ の際に商社が若干の利潤を計
ることも,誰 も不 都合 とは思わない。 しか し最近問題にな った よ うに,大 手商
社がその膨大 な資金 と機構に もの言わせ て,国 民 の 日常生活に直接関係す る必
需物資 を買集 め,価 格 の高騰 を誘致 して濡れ手で粟 の暴利を収 め る(と マスコ
ミが報道し,国民はそれを信じた)よ うな活動をす るとな る と,そ れ は反社会的行
為 として糾 弾 され るのは当然 といわねば ならない。 利潤追 求は商社 本来 の活動
であ り,目 的なんだ,そ れが少 し くらい 買占め的 であろ うと何が悪 い,と 居直
'られ ると,商 社性悪説が生 まれ もし よ うとい うもの であ る。 古い捕 り物話 しに
わずかに世 の憂 さ晴 しを求め てい る庶民 であれば,銭 形平次や遠 山 の 金 さ ん
に,ち ょん まげ姿 の儘 でいいか ら,ブ ラウン管か ら出て来て,痛 快 な世直 し活
動を して くれ と頼みた くもなろ うとい うものであ る。 あ る商社 が,社 会の一員
としてのその分 と責任 とを どの よ うな もの と考 えるか,ま たその適正な弁 別の
上に行動す るか どうかは,商 社員,と くに その幹部 の もつ哲学如 何にかか って
い る。わが 国の よ うな狭 い国土が1億 の人 口を養 うことは容易で は な く,今
や,わ れわれ を養 う物資は,1次 生産 品 であろ うと2次 ・3次……生産品 であ
ろ うと,全 地球か ら賄われ ている。 そ うい う物資 の流通 に関与 す る商社は,資
本 も機構 も巨大 ・強 力であ ることが必要 であろ うが,こ の力を如何 に使 うか,
商社 の深 い思 慮が望 まれ ることにな る。
一時は保険 に よる診療 を医師側が拒絶 す る とい う事 態に まで発展 した 国民医
療問題は,一 般の者 にはわか らない事情 ・事が らもあ るらしいが,ま た,医 師
側 ・受 診者側 ともに社 会機構 の機 微を考 え ない身勝手 ・気 ままに原 因す る混乱
でもあ る。 医師 の手不 足 と健保制度 の不 備か ら多忙 ・過労に陥 り,必 要な研究
もできず,従 って医学 の進歩 の恩恵 を患者 に及ぼす余裕 もない,と の医師側の
訴 えは本当 であ ろ うが,か つ て,医 学部 ・医科大学 の新 ・増設の機 運があ った
時,こ れ を潰 したのは医師側 であ った と言われ てい るし,最 近 で も,医 大や公
立病院新設の話が出て,そ の設置予定地 の医師会か ら反対が出て,立 消えにな
った例は一再に止 まらない。 これは明 らかに,医 師側の反社会的身 勝 手 で あ
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る。 しか し診療を受け る者の側 に も,何 か とい うと医は仁 術である と言 って,
医者 の算術を非難 しかねない ことに表 れ てい るよ うに,医 者の立場 を考 えない
甘え もあ り,お 互 いに 自分 の都合 ・利害を突 き合わ せての紛争は,確 た る社 会
観に もとついた,わ れわ れの意 識改革 に よる外は解決 の道はないであろ う。
医療紛争 の場 合 もそ うであ るが,何 か事が持ちあが ると,よ く,官 庁 の行政
指導の不十 分 さ,不 適切 さが うんぬん され る。 た しかに,現 代 の よ うに社会機
構が巨大 ・複雑 にな り,個 人や組織間の利害が入 り組み,衝 突し易 くな って く
ると,各 級官 庁に よる行政指導 は極 めて重要 にな って くる。 しか し,当 事 者に
この行政指導に素直に応ず る心 構えがない時は どうな るか,ま た,ど うす る
か。強権 の介入 もまた止むを得ず として これ を承認す るのか。 この辺は,行 政
指導 の任に当 る者 も,ま た指導 され る側の者 も,一 般 の納得で きる判断 ・対処
ができなければ ならない。 数年前の東京 オ リン ピックの際に,本 学 の体育館 も
その競技場 の一つ にな り,そ のために所轄消防 署が,火 災防止の指導に来校す
ることにな った。 この時,オ リソ ピ ック競技大 会その ものを無意 味 として これ
に反対す る者 もあ って,こ の人た ちは,消 防署 とい え ども制服を着てい るか ら
国家権力の一部 であ る,従 ってその入構iは許 さない,と 言 った ものであ る。 こ
れに類 した小 児病 的愚考 ・愚行を,わ れわれ は果してしていない だろ うか。特
に,い わゆ る指導的立場にあ ると 目され る人たちが,こ れ と五十歩百歩 の言動
をしてい るこ とは ないだろ うか。十数年 前,授 業料紛争 の時,あ る話合いの席
で,先 生方は俸給 が少ない と言われ るが,晩 には ビール も飲ん でお られ るでは
ないですか,と 言 う者が あ った。最近 では,国 会 でも,こ れに類 した ことが言
われ る時代 である。
WerAsagt,mu6auchBsagen.あまりヒステ リヅクに権力 アレルギー
に身を委ね ると,環 境汚染 や 自然破壊 も黙 って耐 えなけれ ばならない ことにな
る。そ の時 々の都合で,Aと 言いなが らBは 言 わず,あ るいは,Bは 声高に主
張 しなが ら前提 のAは 肯 わない とい う首尾不一貫 を,わ れわれは 日々案外 平気
でや ってはいないか。現代の よ うに社 会機構 の複雑に な った時代においては,
Aと い う言動 の結果は,B・C・D… …には 現れないで,ず っと離れたY・Z
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に な っては じめ て顔 を出して くるとい うことも珍 し くない。 社会 の指導 的立場
に あ る者 には,そ の間 の事情 を洞察 した,責 任感 のあふれた行動 のできる こと
が要求 され る。知 らず してあ るいは意図的 に,勝 手 ・都 合の良 い ところで論理
が起 こされ,あ るいは中断 され ることの,い かに 多い ことか。
現在われわれは,あ らゆ る面で大 小 さまざまな欠陥 ・不条理 ・不公 平に当面
して,言 い よ うのない焦燥 ・憤 まん を感 じてい るのであ るが,そ の最 も大 きい
原因は,政 治 の貧 困に ある と言 え よ う。政策を持た ない者 同士 の えせ 政策論 争
は,も う良い加減 にして欲 しい と思 う。そ の政治 の貧困 とは,政 治家 に哲学 が
'ない ことに由来 し
,そ の責 めは現 に政権 の坐にあ る与 党 と政府 において最 も重
い ことは もちろんであ るが,ま た,野 党に も同罪 の責 めがあ る。 日本 の野 党や
野 党政 治家 も,西 独のSPDや プラン トの よ うに,ひ とつ国政を任 せ て み よ
う,と 国民か ら思われ るよ うには なれ ない ものか。 十数年前,浅 沼社会党委員
長殺害 とい う不 祥事 のあ った直 後,あ る政党 の政審 法務部会が作成 したテ ロ防
止法案は,事 件直後 の異常雰囲気 の下 におい てであ った とはい え,死 刑廃止の
論 さえ高 く叫ばれ る現代にあ っては,予 期をは るかに絶す るもの であ った。思
想 ・信条 の相違 で人を殺 傷せん とす る行為 を 「テ ロ」 と規定 し,テ ロに よる殺
人は死刑,未 遂は死刑 また無期懲 役,テ ロの教 唆 ・扇動は死刑 または無期懲役
もし くは5年 以上 の懲役,テ ロ行為 には少年 法を適用 しない等 々。その以前に
あ る政党が,政 権を取 った場合 の展望図 とい うものを発表 した ことがあ るが,
そ の一項に,そ の場合に も他 の政党 の存在は認め る,と い うことがあ った。 あ
れ これ を考 え合わせ る時,国 民は本能的に,警 戒心を起す のであ る。 他の政 党
の 存在 を認め る とい うのであ るか ら,ち ょっと見には至極結構 な ことの よ うで
あ るが,戦 後 のわれわれが教 え られ て来た ことは結党 ・結社の 自由は 国民 の基
本 権 であ るとい うことであ る(1948年世界人権宣言第20条,日本国憲法第21条)。た
とえ政権 の坐にあ るものであろ うと,一 政 党あた りで国民に恩恵的 に与 え ると
か与 えないとかい う種類の ものではない。敢 えてこの よ うな ことを言 った とい
うことは,結 党 の自由を認め るか ど うかが少な くと も論議 された ことを表明 し
て いると言 える。 自由や民主主義 の理 解が この程度 の ものであ っては,法 衣の
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下 は鎧 ではなかろ うか と,快 い言葉に心を許す のに二 の足を踏みた くもなる。
哲学 を持 たないで,場 当 りのカ ッコヨサを追 う政治家 では,頼 りない感をいだ
くゆえんであ る。
プラ トソは,民 主政治が堕落す ると愚民政治に なる と言い,ア リス トテレス
は政体 の良否を,支 配者が全体 の安寧 を 目指すか(notabene!),自己だけの利益
を追 うかに よって分け,一 人 の者が支配す る良い政体 を君主政体,悪 い政体を
暴君政治,少 数 の者が支配す る良い政体を貴族 政体,悪 い ものを寡頭政治,市
民 の参加 した 良い政体 をpoliteia,悪い場合をdemocratiaと呼んでいる。両
人 とも民主政体 を余 り高 くは評価 していない。 これ はdemocracyなる語の意
義内容 の変遷に よることであ って,プ ラ トン,ア リス トテレ スの時代には,人
間 の価値は氏 ・素性 に よって決 まるもの と考 え られ,人 間その ものの価値 ・尊
厳 の認識 に までは至 っていなか った。 民衆demosは軽小視 されたのである。
現代 の民主主義は,人 間その ものが貴 く,人 間は氏 ・素性に関係な くすべ て平
等 な価値 ・尊厳性 を持 ってい る,と い う認識 の上に立 ってい る。ただ この場 合
には当然,人 間の善性 へ の信頼が基本 にな ってい る。
しか し,人 間性 の善を信頼す ることは必要であ り,高 貴な ことであ るが,人
間 性には醜 い悪 の面 のあ ること も事実 であ って,だ か ら古来,性 善説 ・性悪説
の二 説があ って,そ の どち らの一方 とも決着はつか ない のであ る。 われわれ の
うちには 民主主義 を堕落 させ る要 因 も強 く内在 してい るのであ っ て,そ こ か
ら,民 主主 義の もとでは主権 者であ るわれわれ の一人び と りが,適 正な人間観
・社会観 言 いか えれ ば哲学 を持 っていて,民 主主 義の基盤であ る人間 の善性
へ の信頼 を裏切 るよ うな ことのない ことが,要 求 され るのであ る。
さて以上 の よ うに考 え て くると,わ れ われは皆 哲学 を持た なけれ ばならない
ことにな るのであ るが,そ の哲学は如何 に して得 られ るか。既述 の ように,哲
学 とは,そ の定義 さえ下 しに くい ものであ る。 従 って,哲 学 のバイ ブルがあ る
わ けではな く,そ れ さえ読 めば足 りる六法全書的哲学 書があ るわけ ではない。
個 々の哲学者 の著書,個 々の哲学問題を扱 った書 物,せ いぜ いで総合的な もの
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として哲学概 論か哲学 史 の よ うな ものがあ るだけであ る。 それ らの うちには,
哲学 もまた他 の諸学問 と同様に細分 ・専門化が進 んで,し か しその対象は精神
的 ・抽 象的であ るために,一 般 の門外漢には とうてい近付 きがたい も の が 多
い。論者 の うちには,哲 学 は不要 であ る,哲 学書な ど読 まな くて も良い,と 言
うもの さえあ るほ どであ る。 事実われわれ のい う哲学は,必 ず しもいわゆ る哲
学 書か らで な くとも得 られ るものであ って,高 水準 ・深遠 な哲学理論は これを
専門 の哲学者 に任せ る外はない。 む しろ どんな分野 の人 であれ,一 芸 ・一学 に
徹 し,傑 出 した人 のさ りげない言動か ら,あ るいは,真 剣に人間 ・社会を見つ
め考 えた作者 め ものであ るな らば,お もしろ く読め る,特 に哲学 とは銘打たな
い小説その他 の文学作品か ら,深 い哲 学を感 じとることが できる場合が多い。
哲学 を名乗 らな くとも,哲 学書以上に哲学的 なものがあ るものであ る。
ともあれ,わ れわれ のい う哲学は,哲 学 とい う科 目だけが これ を教 える もの
では ない。人間 ・社会 ・宇宙を真剣に見つめて,哲 学 書の読書を も含めた幅広
い不断 の研究 と努 力 とを重ね てゆ くこ とに よって,得 られ るものであ る。 ここ
に,大 学に専門教 育 と並 ん で一般教育がおかれ,そ れに幾つか の科 目が配 され
てい る根拠 があ る。そ してその一般 教育科 目に も,専 門教育 の基礎 的 性 格 の
もの,補 助 的性格 の もの もあ るが,ま たそ うい う意味 とは違 って,い わ ゆ る人
間形成上に重要 と見倣 され るものが あ り,し か もそ の性格分けは,同 一科 目で
あ っても,学 部 ・学 科 の性格に よって,違 って くるとい う事情 もあ る。 いずれ
にして も,大 学に専門教育 科 目と並 んで一般教育科 目が おかれ てい る根拠は,
学生が将来社会 で働 ら く為 には,専 門 の知識 ・技 能を修 得 していなければな ら
ない ことは もち ろんであ るが,そ の外に もまた彼は,社 会 の健全 な一 員 として
の義務 も果 た さなけれ ばな らない,そ のためには彼は 自分の置かれた環境 ・社
会,そ の中での自分 の意義 ・価値 ・義務を も十分に理解 していなけれ ばならな
い,そ れには 自分 の職業に直接 関係 のあ る知識 ・技 能の外に,経 済学や法学 ・
歴史学 ・社 会学 ・心理学 ・文学 ・哲学等 々の知識,い わゆ る一般教養 を も身につけ
て,社 会の事 象を総観的 ・全 関的に見 また考 え ることが できなければな らない,
とい うことにあ る。科学が細分 ・専門化 し,そ れ に従 って職業 も狭 く専門化 し
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てゆ く申 で,人 間が,巨 大 な機械 の中の一個 の鋲か歯車 ぐらいの存在価値 しか
持 たない,と い うようなことにな らないため には,こ の ことは必要 なのであ る。
専門ばか とい う言葉が あ る。た いていは少 し軽蔑 の意味を もって 用 い ら れ
る。 しか し現代 の よ うに学問が深 く,し か し狭 く専門化 してゆ く中で,研 究 や
職業が専門化 してゆ くこ とは避け られない こ とであ る。む しろ もしある人が,
ばか と言われ るほ どに惚れ込み,打 ち込め る研究乃至活動対象を見出し得た と
した ら,そ の人は幸 いであ り,そ の人 の活動は尊敬に価す る,と い うべ きで あ
る。専門ばか は,む しろ尊敬すべ きである。ただ しか しこの人 も,自 分の専心
す る分野 の外に も,そ れ と同様 に,あ るいはそれ 以上 に価値があ り,あ るいは
重 要なこ とが らもあ って,そ れ らす べての調和 の上に社 会は成 り立 ってい るの
であ るとい う,謙 虚な認識 を持 つ ことは必要 であ る。 自分 の専門の知識や技能
にお ごって,他 を軽視す る ような ことで も万 一あれば,こ れ こそは済度 しがた
い専門ばか と言 うべ きであろ う。
それは ともか くとして,学 問 とそれ に もとつ く技術 ・職業 の細分化 ・専 門化
が進 あば進むほ ど,社 会の緊張は増大 す る。 この緊張 を爆発 に至 らしめ ないた
め の道は,われわれが社会の諸事象を総観的 ・全関的 に見,考え る心 の余裕を持
つ ことである。学生は,そうい う見識 を持つ よ うに触 発 され なければ ならない 。
例えば最近の 自然科学 とそれに もとつ く技 術の発達 は 目ざまし く,恐 怖 させ
るものさえあ る。 原子科学 を筆頭 とす る機械学 ・化学は もちろんの こと,生 物
学 や医学 でさえ,そ の成果 には疑問 ・危惧 を懐かせ るものがあ り,そ のために
論者 の中には,科 学 の研究 は即刻停止 させ よ,と 叫ぶ者さえあるほ どである。
この ように 自然科学 の功罪が真剣に論ぜ られ るよ うにな った ことは,喜 ぶべ き
ことであ るが,し か し今や人類は,科 学 と絶縁す ることは もはや できないであ
ろ う。生活に科学 の便利 さを取 り入れた人類は,快 適な物質生活 を求め て,悪
魔に魂 を売 った フプウス トの よ うな ものであ る。ただ,ド イ ツ民間伝説 のフ ァ
ウス トは,悪 魔 に魂 を渡す約束 の期 日が来 ると,名 状 しがたい苦 しみの うちに
亡びて行 くのであるが,ゲ ーテの ファウス トは,所 詮,悪 魔 ごとき下等 な者 の
近付 き得ない存在 であ る。.この ファウス トに,人 類が科学 を超えて生 きる道の
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示唆がある。即 ち この ファウス トは,い つ でも,自 分の便宜 のために悪魔 をあ
ごで使い走 りさせ る傲然 ・毅然た る主人 なのである。悪魔が どんなに苦心 して
も,所 詮,フ ァウス トを 自分 らの道 に引き込む ことはで きない。今や科学 と科
学 技術は,わ れわれ人類 の手を放 れて,人 類 の制御 できない,独 自の道 を歩み
出 したかに さえ見え る情勢 であ る。 ゲーテの ファウス トの よ うに,科 学 に対 し
て常に主人 として臨み,こ れを使い こなす人類 の見識 こそが要求 され る。化学
工業 の流す害毒 が問題にな って,大 学 の化学系統 の学 科を志望 す る学生が少な
くな るよ うな ことでは,心 細い限 りである。害毒が あるならば,こ れ を 押 え
て,あ るいは これ を逆用 して,化 学を人類のために役立て る気 概 こそ,今 後 ま
す ます必要 であろ う。 「床 の問 に ゴ ミ処理場を」 とい う美濃部構 想 こそは,ま
さに,最 も科学時代的 と言 うべ き快打であ る。遠景に富士を望 み,現 代建築術
の粋 を凝 らした工場 の煙突か ら,美 しい無害な煙が数条 たち昇 ると い う 風 景
は,ま さし く,山 水 の軸 の前 で香 を焚 く床 の間の図 であ る。 月に さえ飛 ぶ現代
科学 の知恵 を もってすれ ば,これ ぐらい の ことは容易な ことであるはず であ る。
戦 後の 日本の経済的発展 は 目ざまし く,全 世界か ら驚歎 され ている。最初は
economicmonsterと呼ばれ,そ れがやがてeconomicanimalとな り,遂 に
economicbeastと言われ るように なった。 英語 を解 しない しろ うとの語感で
あ るが,最 初は感歎 し,次 いで嫉 みか ら椰 楡 し,最 後に軽蔑 した,と い うとこ
ろではないか。 これは,異 常な勤勉 さと予 断を許 さない特異 な行 き方 とで どし
どし発展 してゆ く,言 い換えれば,自 分 らの市場を侵食 してゆ く日本人 に対 し
て,嫉 み恨 みの心 か ら,一 部 の利害関係者 が言 った ことではあろ う。 しか し ま
たわれわれ 目本人 の側 に も,世 界を舞台に働 ら くためには 当然に知 らなけれ ば
ならない仁義 ・作法 を心得 ていない,欠 いてい る点があ るとい うことも,大 い
に原因 してい るのではないか。新 聞な どには絶えず,わ れわれ 目本人が世界人
的 ・国際人的感覚を欠いている ことを警告す る記事 が掲載 され る。 明らかに,
経済的 には,世 界は既に一つにな ってしま ってい るのであ るか ら,わ れわれは
物事 を全地球的,全 人類的に考 え るよ うに ならなければな らない。 この考慮が
欠け ると,わ れわれは,小 金 の出来た野暮者 として,世 界 のつ まは じき者にな
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るか も知れない。 それや これや を思 うとき,わ れわれは,必 ず しも目先 の具体
的利得だけを追 うものでない こと,時 には具体的 ・物的利得は見えない,否,
無 い もの さえ もこれ を軽ん じない気構えを持 たねばならない。 無用に似 て実は
大用の もの もあ ることを知 らね ばな らない。 ドイ ツ 人 は,was舳rdieZeit
erzogen■ird,wirdschlechteralsdieZeit,と言 っている。
彼此 こもごも考 え合わせ て,今 の大学 に一一般教 育科 目が おかれてい ることは
既述 の通 りであ るが,一 般教 育科 目と言 って も,そ れは またそれで一つ の専門
科 目であ って,人 は,配 置 された 多 くの科 目の うちか ら自分の性 と志 向に合 っ
た幾つか の科 目を,能 力の許す範 囲で勉強す る外はない。 さすればそ こか ら,
彼 の精神的咀 しゃ く ・総合作 用に よって,彼 な りの人生観 ・社会観 ・宇宙観,
われわれ のい う哲学が生 まれ て くるのであ る。
われわれが読み,研 究 し,調 査 して知 ることがらは多種 ・多様 であ り,人 に
よ って異 な ってい るか ら,そ こか ら生 まれ る人生観 ・社会観 も人 それ ぞれ のも
のにな って,皆 違 ってい る。 それはそれ で一 向に差支えな く,人 は皆唯一 ・一
回 的な存在であ るか ら,そ れ が当然 なのであ る。 唯一 ・一 回的存在 である人間
が,各 自の唯一 ・一 回的人生 観 ・宇宙観を持 って共同社会を作 っている。 その
共 同社 会には,い ろいろの不 備 ・不合理はあ りなが ら も,一 つの秩序 ・調和が
あ る。そ してこの.時 折 り大 き くあるいは小 さ く混乱 した り,破 壊 された りは
す るが,と にか く一つ の秩序 があ り,調 和がある とい うこ とは,人 間社会の不
可思議 であ る。 この不可思 議を解 明す る秘密は,人 聞内在の善性,倫 理性 であ
る。 そして この人間内在の善性,倫 理性 への信頼が,人 間社会の成立 と存続 の
基盤 であ る。 人はそれ ぞれ に,素 質 ・環境 ・教育等 々に よって違 った人生観 ・
社 会観 を もってい るに しても,そ れが 彼の倫理性に もとついて得た真剣な もの
である限 り,そ うい う人の集 りである社会 の秩序 ・調和 が全 く乱れ るとい うこ
とは ない であろ う。われわ れは,人 それ ぞれ の持つ,倫 理性 に もとついた真剣
な哲学の,予 定調和を信 じて良い。われわれ人間 の倫理性 こそは,構 成員 の聞
にやや もすれ ば起 りが ちな衝突 ・離反を調和 ・調停 して,社 会の崩壊 を防 ぐき
ず ななのである。
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しか し先に も述べた よ うに,人 間は善性 だけの ものではない。醜い悪 の性 も
持 ってい る。 従 ってわれわれに とって最 も大切な ことは,わ れわれの中の善 と
悪 とを,わ れわれが人に対 して,社 会 ・人類に対 して行な う行 為の善悪 を,弁
別し,悪 を押 え.善 を促す ことであろ う。倫理学が,倫 理学的思考が,最 も重
要なゆえん であ る。
この ことは もちろん,倫 理 とか道徳 とかい う言葉 が,体 制維持 の ロ実 として
用い られ ることを容認す るものではない。 あ る事柄 の倫理的評 価は,時 代 の推
移に よって変 ることもあ り得 るのであ るか ら、倫理が ある体制変革の最 も急進
・熱情的推進力 となることもあろ う。いや,倫 理的思考に もとついた改革意 欲
こそが,最 も強 靱な改革行 動に なるであ ろ う。
もちろん,道 徳 ・倫理だけではいか に無 力であるか は,日 常現実 の社会にお
いてわれわれ の痛感 させ られ ることである。遺憾なが ら倫理・道徳 は,改 革・進
歩のconditiosu伍ciensではない。 それには,物 的 な ものの力が余 りに も強 い。






これ は カン トが そ の実 践 理 性 批 判 を結 ぶ に あた って の言 葉 で あ る。 カン トの
文 章 は生 硬 で,極 め て読 み に くい もの であ るが,そ の カン トに して な おか つ こ
の感 銘 的言 葉 が あ る。 パ ス カル はgrandeurdel'ameを言 い,dignit6de1'ho・
mmeを 言 って い るが,そ れは,こ うい う感 激 を 持 つ 人 間 の心,そ うい う心 を
持 った 人 間 の偉 大 さ,を 讃 えた もの で あ ろ う。 満 天 の星 を仰 い で 自然 の美 し さ
に 感 激 し,宇 宙 の神 秘 さに 心 打 た れ ぬ 者が あ ろ うか 。 しか し この星 空 の美 も,
眺 め 得 る機 会 は 少 な くな ってゆ く。 そ し てわ れ わ れ の内 な る道 徳 律,こ れへ の
感 激 ・畏 敬 の 念 も,わ れ わ れ は 次第 に これ を失 い つ つ あ る よ うに もみ え る。
